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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express5800/i 110Ra-lh 


巧障かな？と思つたとをは 


装置の運用および保守について説明します。 

曰常の保守（日8ページ） 

日常使う上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

システム診断 （62 ページ） 

診断ユーティリティの使い方じついて説明します。 

障害時の対処（目目ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

移動と保管 （71 ぺージ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明します。 



ユーザーヴポート （73 ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


0NL- 4024 aE-i 110Ra1 h-000-04-060 1 
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曰おの保守 

装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守をを期的に行って 
<ださい。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 



を期的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、巨 IOS の設をを変更したりした後は、オンライン保守ユー 
ティリティの r システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さい。 
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ク ij — ニング 


装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 


wO • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
Ito いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体前面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふさ取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい巧を浸し、よく絞る。 

日.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でもラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 
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キーボード/マウスのクリーニング 

丰ーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な）に 
なっていることを確認した後、车ーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 

マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけれ 
ばなりません。マウスボールのミちれを防ぐためじほこりの少ない場所で使用して、を期的に次 
の手順でクリーニングしてください。 


1 . 本体の電源が OFF ( P 日 WER ランプ消灯）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスボールカ 
ノ く一を反時計回りに回して中から 
マウスボールを取り出す。 



3. マウスボールを乾いた柔らかい巧などでふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、または水で薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つの小さな 
□ーラを綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときは アルコールな 
どを少量含ませてふいてくださ 
い。 

己.マウスボールをマウスの中に戻 
す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラをめらした場合は、十分に乾燥させてからボール 
を入れてください。 

6. マウスボールカバーを元に戻して、時計回りに回して□ックする。 



CD - ROM のクリーニング 

CD - ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、 CD - ROM のクリーニングを行います。 


2. 


本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ点'打）になっていることを確認する。 
CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD - ROM ドライブから化てきます。 
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3. CD - R 日 M を軽く持ちながらトレーから取り出す。 

W -0 CD - ROM の信号面に手び触れないようを意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい巧でふき取る。 

PtO CD - ROM ドライブのレンズをクリーニングしないで < ださい。レンズび傷つ 
量3 いて誤動作の原因となります。 


己.トレーを軽く押してトレーを CD - ROM ドライブに戻す。 
6. CD - R 日 M の信号面を乾いた柔らかい巧でふく。 


W -0 CD - ROM は、中 f こ、か5外側に向けてふいてください。クリーナをお使いにな 
るときは、 CD - ROM 専用のクリーナであることをお確かめください。レコー 
ド用のスプレー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内 
容び読めなくなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりす 
るおそれがありまず。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「EXPRESSBULDER(SE)」 の「ツール」メニューから「システム診断」を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム彰断には、次の項目があります。 

• 本体に取りがけられているメモリのチェック 

• CPU 车ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W-0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびありまず。 



ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 

ん。 
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システム診断の起動と終了 


次の手順でシステム診断を起動します。（本装置が運用中の場合はシャットダウンし、再起動 
できる状態にした後で手順1〜12を行ってください。） 

1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE )」 CD - R 日 M を使ってシステムを起動する。 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) から起動すると画面に下のメニューが表示されます。 


EXPRESSBUILDER 


セットアッブ終了後、セ’ットアッブ情報を 
バックアッブすることをお勧めします。 

バックァッブ情報がおいと贵3、修 I 里復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できな< 
なります。 

バックアッブは、空きフロッビーディスクを 
1枚華倫して、ツールでオフライン巧守 
ユーテイリテイの 「システム情報の管理」から 
「追避」を選巧してくださし、。 

ツールメニューは 、 EXPRESSBUILDER に 
収められてし、る各種ユーティリティを個別 
で起動し、オベレータが手動でセットアッブ 
を行います。 


EXPRESSBUILDER(SE ) トップメニュ ー 



己. 


[ツール]を選択する。 
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6. 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験タイトル 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 


試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示しまず。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作ずる车一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で<£が6「>车一を押すと試 
験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、ち側の結果に rAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動し<£が6「>车一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
I — Enduser Menu — ： 


cTest Result> 


<Device Lis わ 
<Log Info> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 白 vie 巨 List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピーディス 
クをフ□、ソピーディスクドライブじセットし、く Save > を選択してください。 

< Option > 

□グの化力先を変更します。 

く R 巨 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER ( SE ) から起動します。 

9. EXPRESS 目 UILDER ( SE ) を終了し、 CD - ROM ドライブから CD - R 日 M を取り出 
す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

じ(上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形で エラーを 通知します。ここでは、 エラーメッ 
セージの 種類に ついて 説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON にすると自動的に実行される自己彰断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を横 
化すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



エラーが発生した場合は、保守サービス会せに連絡してください。 


保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示や ビープ音の J く夕一 
ンをメモしておいてく ださい。 アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源び ON にな5なし、 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

- 電源コードが本体の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続され 
ていることを磕認してください。 

一本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを確認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

一 UPS じ接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを確認してください。詳しくは UPS じ添付の 
説明書を参照してください。 

また、目 IOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設ちがで 
きます。 

n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯）に 
してください。 

[?1 電源び OFF にならなし、 

n POWER スイ、ソチの機能を無効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、巨 IOS セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

く確認するメニュ ー：「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 > 

[?] POST び終わ！5ない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

一最低1あの DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

- 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 
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n システムの起動直後に羊ーボードやマウスを操作していませんか？ 

-> 起動直後に羊ーボードやマウスを操作ずると、 POST は誤って羊ーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで车ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

[?1 が付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

-インタフェースケーブルや電源コードが確実に接続されていることを確認し 
てください。また接続順唐が正しいかどうか確認してください。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

-> 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n オプションボードの設定を闇違えていませんか？ 

一 PCI デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正し < 設をして < ださい。 

-> シリアルポートや US 目ポートに接続しているデバイスについては、 I / O ポート 
アドレスや動作モードの設をが必要なものもあります。デバイスに添付の説 
明書を参照して正しく設定してください。 

[?] キーボードやマウスが正しく機能しなし、 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体前面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してください。 

一本体の電源が ON (こなっている間に接続すると正しく機能しません （USB デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF じしてから正しく接続してください。 

n 巨 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティで羊ーボードの機能を変更することができ 
ます。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付の説明書を参照して羊ーボードやマウスのドライバが 
インストールされていることを確認してください（これらは 0 S のインストー 
ルの際に標準でインストールされます）。また、 0 S によってはキーボードやマ 
ウスの設をを変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明書を 
参照して正しく設をされているかどうか磕認してください。 
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[?] フ□ッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを「書き込み巧」 

にセットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソ 

ピーディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 
0 S じ添付の説明書を参照して < ださい。 

[?] CD-ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

n 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh き用の CD - ROM は使用できません。 

[?] 正しい CD-ROM を挿入したのに下のメッセージび表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されていまず。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


0 K 


n CD - ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り化し、よごれや傷などがないことを確 
認してから、再度 CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてください。 

[?] A- ドディスクドライブにアクセスでさなし、 

n 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指をする機器 t (外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクドライブは正しく取りがけられていますか？ 

一八ードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認して< 
ださい。また、八ードディスクドライブを固をするネジは八ードディスクド 
ライブに添付されているネジを使用してください。 

[?] 0S を起動できなし、 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

- フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
n 「 EXPRESS 目 ULDER ( SE )」 CD - ROM をセットしていませんか？ 

一 「 EXPRESS 目 UIDLER ( SE )」 CD - ROM を取り化して再起動してください。 
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[?1 ネットワーク上で認識されなし、 

□ ケーブルを接続していますか？ 

一本体前面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とを確認してください。 

n 巨 I 0 S の設をを間違えていませんか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ーラを無効 
じすることができます。目 I 0 S セットアップユーティリティで設をを確認して 
ください。 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□ーラ用のネットワークドライバをインス!-ールし 
てください。また、 TCP / IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービス 
が磕実に設をされてし^ることを磕認して < ださい。 

n 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送速度が1000 Mbps 、 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
速度の切り替えまたは設定は 0 S 上から行えまずが、「自動橫化」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または 10 Mbps のいずれかに設定してくだ 
ぎい。 

また、接続している八ブと転送速度やデュプレックスモードが同じであるこ 
とを確認してください。 

[?1 スタンバイげ態か 5 Wake on LAN が動作しない 

—次の設定を確認してください。 

— 八ブ設定:は Auto - Negotiation にしてください。 

- クライアント側は Auto - Negotiation / 最適速度設をにしてください。 

* 八ブ/クライアント共に100 0 M 固定設定ではスタンバイ状態から 
Wake on LAN ができません。 

[?1 電源投入後、モニタを接続したび、モニタに何も映5なし、 

-電源投入後（またはリブート終了後）にディスプレイ装置を接続した場合、 
画面表示が現れないので、ディスプレイ装置を接続しない場合は、本装置に 
添付の VGA コネクタを接続してください。システムの安を動作のため、保守 
目的じ(外では、運用中に VGA コネクタを外してディスプレイ装置に接続しな 
いでください。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


ち動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 


明をご覧ください。 

A 

参 

1人で持ち上げない 

参 

中途半端に取り付けない 

参 

指を挟まない 


参 

高温ま意 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて<ださい。 

J \- ドディスクドライブを内蔵している場合は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにミち意して本体を移動させてください。 

再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管ずることをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：- 10° C 〜日已で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1 . 本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）にする。 

2. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

3. 本体に接続しているケーブルや外付けオプシヨン装置をすべて取り外す。 

4. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと姻包する。 


警告 















輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けじなる前に、保証および サービスの 内容じついて磕認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 


wO • 脾社製杉がけードパーティ）の製品、または摩社び認定していない装 
置 3 置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業ち名、 
製造国び明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い台わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の製造番号と保証書の保証蚕 
号び一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
5れないことがありまずのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 


銘板 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （66 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載さ 
れている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I -ールされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイじよるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期聞中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


wO この装置は日本国内仕様のため、薛社の海が拠点で修理することはできませ 
置3 ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

n 障害情報（障害情報は保守サービス会社から指示があったときのみ用意して<ださ 

い。） 


n 本体•周辺機器の記録 
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補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧ヴービスについて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認をした保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はちちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 


保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきまず。さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくは 
この後の説明をご覧<ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたりまず。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細については、 「 NEC 8番街 （ h 耶: // necS . com /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 


• サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

• サービス料金は契約する曰数/時間帯により異なります。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (イ戈表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express ] : [Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フイールデイング（株）ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 





